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　マグネシウムは、比重１.７と実
用金属中最も軽量であるばかりで
はなく、成形性、振動吸収性、耐
くぼみ性等々の点で非常に優れ、
また再生に必要なエネルギーがす
くなくリサイクルに適した材料で
あるために近時特に注目されてお
り、従来各種構造材料の軽量化に
対応するためにアルミニウムより
軽いマグネシウムの利用が増加し
ております。

開発の経緯

・電流反転法の応用技術として
　アルミニウム合金（ADC －１２材
等）上への直接めっき法（特許取
得済）
　アルマイト（軟質、硬質、無機
塩での着色等）
　ステンレスの電解研磨、鉄の錆、
スケール除去等、各企業よりテス
ト依頼を受け諸問題の解決実施例
をホームページで PRさせて頂い
ております。
　マグネシウム合金の陽極酸化及
び電着塗装が出来ないかとの依頼
が始まりで開発致しました。マグ
ネシウム合金は塗料との密着性が
悪く、マグネシウム合金上に直接
塗料を施すことは困難である。
　そこで、JIS H８６５１－１９５５に種々
規定されているように化学薬品に
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よりマグネシウム合金の素地の表
面を化成処理するか、或いは外国
の技術で電解電圧がDC３００V以上
必要とする陽極酸化処理により素
地の表面にマグネシウム酸化物の
皮膜を生成させる技術がある。ど
ちらか一方の方法で素地の表面と
塗料との密着性を改善した後、塗
装を施して防食処理を行っていま
すが、現在主流とされる化成処理
の歩留りは１００％ではありません。
　弊社は、シンプルな浴組成で電
解電圧がDC２０V以内で酸化皮膜
を１０μ以上生成できる新技術を開
発致しました。

新技術の特徴

・クロメート液等有害物質を含ま
ない、環境に優しい浴組成。

・従来のクロメート処理皮膜と比
較して耐食性が大幅に改善され
た。

・塗装の下地処理としても対応が
出来、塗膜との密着性が良好で
ある。

・生成された酸化皮膜は電気絶縁
性が高い。

・生成された酸化皮膜上に電着塗
装が可能である。

　この技術は、平成１５年度名古屋
市工業技術グランプリにおいて財
団法人名古屋市工業技術振興協会
長賞を受賞致しました。
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